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2なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

農
林
水
産
省
畜
産
局
と
の
意
見
交
換
会
並
び
に

農
林
水
産
省
畜
産
局
と
の
意
見
交
換
会
並
び
に

国
会
議
員
へ
の
表
敬
訪
問

国
会
議
員
へ
の
表
敬
訪
問

　
農
林
水
産
省
畜
産
局
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

改
正
畜
安
法
に
お
け
る
不
公
平
感
の
解
消
や
生
乳

需
給
調
整
対
策
、
生
乳
出
口
対
策
の
強
化
、
配
合

飼
料
お
よ
び
肥
料
高
騰
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
内
選
出
の
衆
議
院
議
員
お
よ
び
参
議

院
議
員
に
表
敬
訪
問
に
伺
い
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
頃
実
感
す
る
営
農
に

関
す
る
様
々
な
意
見
や
思
い
を
お
話
し
す
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
中
春
別
酪
農
対
策
協
議
会
（
山
崎
浩
二

会
長
）
で
は
１
月
21
日
㈫
〜
23
日
㈭
に
か

け
て
、
農
林
水
産
省
と
の
令
和
８
年
度
事

業
に
向
け
た
意
見
交
換
並
び
に
国
会
議
員

へ
の
表
敬
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

（
要
請
者
）

中
春
別
酪
農
対
策
協
議
会

会　
　
長　

山
崎　
浩
二

副
会
長　

竹
田　
　
潤

常
任
委
員　

中
島　
哲
郎

Ｊ
Ａ
中
春
別

理　
　
事　

片
野　
大
介

事
務
局　

天
野　
拓
弥　
計
５
人

中
春
別
酪
農
対
策
協
議
会



3 なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

　土日ミルクフェスとは日本最大級の「ミルクの祭典」
で全国の酪農乳業関係団体やミルクファンが一体とな
り、国産の牛乳・乳製品の楽しみ方や酪農・乳業の魅
力について五感で体験できるイベント。別海町内農協
連絡協議会より協力の依頼があり当ＪＡにお声掛けを
していただき、別海町役場・㈱べつかい乳業興社と一
緒に乳製品のＰＲと販売を行いました。当ＪＡからは

「なかしゅんロール」「なかしゅんプレミアムアイス」
の販売を行いました。天気が良くない予報でしたが、
当日は幸い天気にも恵まれ午前10時の開場と共に多
くの来場者が入場しスタンプラリーや牛乳・ヨーグル
トの飲み比べ、お仕事体験コーナー等に約３万人が来
場しました。
　「生乳生産量日本一」と来場者に声掛けをしながら
販売した、なかしゅんロールとなかしゅんプレミアム
アイスも16時の閉会前に完売することができました。

土日ミルクフェス2024が
東京の豊洲公園で開催されました。

1111月月
1616日㈯日㈯



4なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

活動をピックアップ
　性部女

創立50周年式典及び新年交礼会

　
１
月
21
日
㈫
に
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
中
春
別
農
協
女

性
部
創
立
50
周
年
式
典
及
び
新
年

交
礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
に
あ
た
り
南
澤
部
長
よ
り
挨
拶
、

来
賓
の
望
月
組
合
長
、
西
川
会
長

ま
た
、
鈴
木
宗
男
参
議
院
議
員
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
創
立
50
周
年
に
至
る
ま
で
ご

功
労
頂
い
た
歴
代
部
長
の
方
々
に

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
歴

代
部
長
を
代
表
し
齋
藤
道
子
さ
ん

よ
り
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
50
周
年
式
典
終
了
後
は
新
年
交

礼
会
を
開
催
し
式
典
同
様
、
開
会

の
挨
拶
を
南
澤
部
長
よ
り
頂
き
、

乾
杯
挨
拶
を
西
原
別
海
町
議
会
議

長
よ
り
頂
き
祝
宴
へ
と
移
り
ま
し

た
。
美
味
し
い
食
事
を
囲
み
な
が

ら
女
性
部
員
の
方
々
、
来
賓
の

方
々
と
の
話
し
に
笑
い
声
が
絶
え

な
い
な
か
で
終
始
賑
や
か
な
祝
宴

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
原
内
副

部
長
の
閉
会
の
挨
拶
と
大
山
専
務

理
事
の
三
本
締
め
に
て
中
春
別
農

協
創
立
50
周
年
式
典
及
び
新
年
交

礼
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

中春別農協女性部



5 なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動
Ｙ ｏ ｎ ｇ 　 ｗ ｏ ｍ ｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ

水引しめ縄リース講習会

　令和６年12月10日㈫　violet（標茶町）の菊池さんを
講師に、水引しめ縄リース作りを開催しました。以前、し
め縄を作成したので今回はまた別の種類の水引リースのし
め縄を作成しました。しめ縄の色選びから飾る花の色など
講師の方からアドバイスを頂きながら、どの色との組み合
わせが良いか、花をつける場所や飾りを付ける量など試行
錯誤しながら、参加者それぞれ楽しみながら素敵なしめ縄
を作ることが出来ました。

素敵な作品ができあがりました。

●
歴
代
女
性
部
長

久
保　
朋
子
︵
平
成
15
年
度
~
平
成
16
年
度
︶

尾
形　
好
枝
︵
平
成
17
年
度
~
平
成
18
年
度
︶

青
野　
美
幸
︵
平
成
19
年
度
~
平
成
21
年
度
︶

畠
山　
友
子
︵
平
成
22
年
度
~
平
成
24
年
度
︶

齋
藤　
道
子
︵
平
成
25
年
度
~
平
成
30
年
度
︶



6なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

活動をピックアップ
　年部青

　
開
催
に
あ
た
り
柿
本
青
年
部
長
の
挨
拶
、

望
月
組
合
長
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
山
崎
酪
対
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
会

い
た
し
ま
し
た
。

　
乾
杯
と
共
に
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新

年
初
顔
合
わ
せ
の
部
員
同
士
や
ご
出
席
い
た

だ
い
た
来
賓
の
方
々
と
、
日
々
の
営
農
や
酪

農
情
勢
と
い
っ
た
仕
事
の
話
や
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
話
に
華
を
咲
か
せ
、
終
始
賑
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
交
礼
会
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

新たな一年の幕開け　力強い青年部活動を！
JA中春別青年部新年交礼会

　
新
年
を
迎
え
、
農
協
よ
り
望
月
組
合
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
来
賓
の
方
々
、
中
春

別
酪
農
対
策
協
議
会
よ
り
山
崎
会
長
、
別
海
町
議
会
よ
り
西
原
議
長
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
、
青
年
部
新
年
交
礼
会
を
１
月
９
日
㈭
に
農
業
者
団
地
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に

て
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
途
中
で
は
、
今
回
初
の
試
み
と
な
る
、
来

賓
の
方
々
と
青
年
部
員
が
混
ざ
り
合
う
総
勢

７
チ
ー
ム
に
よ
る
、
チ
ー
ム
対
抗
○
×
ク
イ

ズ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
牛
や
農
協
に
関
す

る
問
題
の
ほ
か
、
世
代
ご
と
の
流
行
り
の
問

題
な
ど
、
チ
ー
ム
ご
と
に
知
恵
を
絞
り
話
し

合
う
こ
と
で
、
仲
が
深
ま
る
様
子
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
西
原
議
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
一
本
締
め
に
て
新
年
会
の
幕
は
閉
じ
ま

し
た
。



7 なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

　
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
の
髙
見
章
太
会

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、「
青
年
の
主
張
発
表
」
と
「
活

動
実
績
発
表
」
が
行
わ
れ
、
各
地
域
の
代
表
者

が
組
織
で
の
活
動
内
容
や
、
農
業
や
盟
友
と
の

関
り
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
熱
い
思
い
、
こ
れ

か
ら
の
目
標
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
６
地
区
の
代
表
者
が
発
表
を
行
い
、

青
年
の
主
張
発
表
で
は
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年

部
の
瀧
澤
史
登
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
青
年
部
活
動
実
績
発
表
で
は
Ｊ
Ａ
夕
張

市
青
年
部
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
本
大
会
は
農
業
青
年
や
Ｊ
Ａ

青
年
部
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
の
人
材
発
掘
を
目
的
と
し
た
「
純
農

Ｂ
ｏ
ｙ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
も
並
行
し

て
行
っ
て
お
り
、
活
動
実
績
発
表
終
了

後
の
全
体
懇
親
会
に
て
催
し
と
し
て

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
に
よ
る
自
己

紹
介
が
行
わ
れ
、
各
地
区
の
代
表
者
は

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
農
業
や
青
年

部
活
動
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
話
さ
れ

て
お
り
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
と
な

り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
Ｊ
Ａ

道
央
青
年
部
の
河
野
慎
さ
ん
が
輝
き
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
、
㈱
オ
レ
ン
ジ
バ
ー
ド
の
コ

チ
ェ
フ 

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
氏
を
講
師
に

招
き
「
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
る
北
海
道
。

農
業
は
ど
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る

か
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
盟

友
一
同
、
今
後
の
酪
農
の
刺
激
と
な
る
貴

重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
後
は
本
大
会
に
移
り
、
表
彰

式
や
大
会
宣
言
の
上
程
が
行
わ
れ
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
全
道
大
会
を
通
じ
て
得
た
経
験

や
刺
激
を
生
か
し
て
、
今
後
の
営
農
・
青

年
部
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

全道JA青年部大会第73回

若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！
Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ 　 Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

　「Step For The Future ～飛躍する、北のチカラ～」と題した第72回全道JA青年部大
会が12月５日㈭から６日㈮までの２日間において札幌パークホテルにて開催され、当青
年部からは４人の部員が参加しました。

Step For The Future ～飛躍する、北のチカラ～



8なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

　
１
日
目
は
、「
青
年
の
主
張
発
表
」
と
「
活

動
実
績
発
表
」
が
行
わ
れ
、
各
地
域
の
代
表

者
が
組
織
で
の
活
動
内
容
や
、
農
業
や
盟
友

と
の
関
り
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
熱
い
思
い
、

こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
６
地
区
の
代
表
者
が
発
表

を
行
い
、
青
年
の
主
張
発
表
で
は
Ｊ
Ａ
あ
き

た
北
青
年
部
の
谷
本
弾
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
青
年
部
活
動
実
績
発
表
で

は
Ｊ
Ａ
夕
張
市
青
年
部
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
全
国
農
協
青
年

組
織
協
議
会 

参
与
の
稲
村
政

崇
氏
、佐
藤
崇
史
氏
を
招
き「
青

年
部
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

盟
友
一
同
、
今
後
の
酪
農
の
刺

激
と
な
る
貴
重
な
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
後
は
本
大
会

に
移
り
、
表
彰
式
や
大
会

宣
言
の
上
程
が
行
わ
れ
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
全
道
大
会
を
通

じ
て
得
た
経
験
や
刺
激
を

生
か
し
て
、
今
後
の
営

農
・
青
年
部
活
動
が
さ
ら

に
活
発
に
な
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

東北・北海道JA青年大会令和６年度
　令和６年度　東北・北海道JA青年大会が１月14日㈫から15日㈬までの２日間において
札幌パークホテルにて開催され、当青年部からは２人の部員が参加しました。

活動をピックアップ
　年部青若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！

Ｙｏ ｕ ｔ ｈ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ
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定 期 総 会
第
37
回

更なる乳牛改良を目指して

　
総
会
開
催
を
前
に
、
令
和
６
年
度
新
規
エ
ク

セ
レ
ン
ト
の
獲
得
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に

エ
ク
セ
レ
ン
ト
を
獲
得
さ
れ
た
寺
澤
佳
吾
さ
ん

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
寺
澤
佳
吾
会
長
よ
り

１
年
を
振
り
返
っ
て
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
農
協
を
代
表
し
望
月
組
合
長
、
来
賓
を
代

表
し
て
根
室
生
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
生
産

振
興
課
生
産
企
画
係
長
大
石
照
彦
様
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
進
行
に
あ
た
り
美
原
地
区
の
竹
田
潤
さ
ん

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第

５
号
ま
で
全
て
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
４
号
の
役
員

改
選
に
つ
い
て
は
下
記

の
通
り
新
役
員
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

中春別乳牛改良同志会

　
中
春
別
乳
牛
改
良
同
志
会
第
37
回
定
期
総
会
が
１
月
16
日
㈭
に
中
標
津
町
ホ
テ
ル

秀
月
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会　
　
長　

寺　
澤　
佳　
吾

副
会
長　

山　
田　
侑　
甫

副
会
長　

中　
西　
裕　
哉

理　
　
事　

山　
田　
晃　
嗣

理　
　
事　

久　
保　
光　
大

理　
　
事　

角　
田　
忠　
嗣

理　
　
事　

佐
々
木　
良　
介

代
表
監
事　

宗　
像　
卓　
朗

監　
　
事　

牧　
野　
修　
二
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新 規 採 用 職 員 酪 農 実 習

金融共済部 金融共済課　山崎明日香
　11月18日㈪から１泊２日の日程で未来牧場に
て酪農実習を行いました。実習では哺育・育成舎
にてカーフハッチの敷きわらの交換、水や飼料の
入ったバケツの洗浄等を行い、その際に、配合を
残している場合は残量を記入する他、テープには
子牛の情報やミルクの量、飼料の量を日付ごとに
記入されており、牛の管理が徹底されている印象
を受けました。子牛に与えるミルクの準備も行い
ましたが、温度が変わると子牛が下痢をしてしま
うため温度に気を付けながら素早く作業を行いま
した。搾乳牛舎ではウォーターカップの洗浄、飼
槽通路の清掃、搾乳を行いました。搾乳では搾乳

中に牛が蹴らないようにキックノンを掛け、乳頭
にプレディッピングを行い、前搾り後、オキシト
シンの分泌を促し消毒したタオルにて清拭しミル
カーを装着しました。エアーが入ると全て外れる
ため、中々コツが掴めずに苦戦し時間がかかって
しまうことがありました。
　今回の実習で実際に一通りの作業を行ってみて、
一つ一つの作業に順番や時間が決まっており効率
よく素早く丁寧に作業を行わなければならないと
いうこと、未来牧場の従業員の皆様から作業内容
も何の為に何故行うかを詳しく教えて頂き、各作
業の理解を深めることが出来ました。

総務部 管理課　尾上　　結
　２日間にわたり酪農実習をさせていただきまし
た。まず、子牛の寝床掃除を行いました。寝床掃
除では従業員の方に子牛が出ないように押さえて
もらい麦稈を出しました。水と餌が入っているバ
ケツは、毎日スポンジで洗い、清潔にして水と餌
を一頭一頭計量し与えていきます。その後子牛に
与えるミルクを作りました。親牛の牛舎では給餌、
エサ寄せ、除糞をやり、給餌作業では一頭一頭牧
草のほかに配合飼料を給与しました。実習中、乳
牛の分娩に立ち会うことができ、分娩後すぐにみ
そ汁を乳牛に飲ませると体の戻りが全然違うとの
ことで分娩直後の乳牛に与えました。子牛はしっ

かり拭いてあげないと、体温が下がり体調を崩す
おそれがあるとの事です。搾乳作業では搾乳を行
う際、最初は前搾りが上手くできず苦労しました
が、作業を行っていくうちにコツが掴めるように
なりました。また、未来牧場の乳牛はおとなしい
牛が多く、牧場内で優しく飼養されているのだと
感じました。
　今回の牧場研修では、分娩に立ち会うなど新し
いことをたくさん体験することが出来ました。今
後、ご指導していただいたことを忘れることなく、
様々な場面で活かしていければと思います。貴重
な経験をすることが出来たことに感謝しています。

　新規採用職員の酪農実習が11月中旬から
１泊２日の日程で実施されました。酪農実習
においては毎年当ＪＡに新規採用された職員
がこれから営農と生活をサポートしていく組
合員の皆様が生業とする酪農業について毎日
どのような作業を行い、生乳を生産し消費者
の食卓へ牛乳を届けているのか自らが体験し
酪農の大変さや楽しさを感じてもらうために
実施をしております。今回5名の新採用職員

（山崎明日香職員、尾上結職員、宮武颯馬職員、
佐藤俊和職員、竹内聖花職員）が未来牧場に
て実習を行いました。短い期間ではありまし
たが、酪農実習を体験した職員にとっては貴
重な経験となったことと思います。新採用職
員の実習レポートについて以下のとおり掲載
いたします。
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生産部 販売課　佐藤　俊和
　１泊２日の日程で未来牧場にて酪農実習を行い
ました。実習内容については主に初生の世話、畜
舎での清掃や給餌を行い、実習の後半では実際に
搾乳作業をさせていただきましたが、搾乳作業は
見た目以上に難しい点が多く、特に後ろ２本の乳
頭が短く、手搾りが上手く出来ないことが多々あ
りました。乳牛に関しましては毎週市場集荷など
で組合員さんへ伺い親牛や子牛に携わる事はあり
ますが、市場集荷では経験出来ないことや初めて
知ることが多数ありとても勉強になりました。最
近では飼料の値段が高騰しているとは聞いており
ましたが、実際に配合飼料をあげた際に一頭が１
回で消費する量や、その回数を体感し現在の飼料
価格の高騰が牧場経営に及ぼす影響が非常に大き

いことを感じました。搾乳では乳量が40㎏以上
出ている牛が数頭おり、全体の平均でも30㎏は
越えるとのことで、市場等では警戒心が強い牛が
多くいる中で、未来牧場の牛は水槽の清掃や搾乳
時に頭を近づけてくる牛が多く、人慣れしている
イメージが大きかったです。その他にも牛の出産
後には市販で売っている味噌汁やワインなどを与
えており、産後の腹の中を空洞にせずに飲物で満
たすのが大事であることを学びました。
　最後に友貞専務をはじめ従業員、ヘルパーの
方々に親切にご指導していただきありがとうござ
いました。今回の経験を今後の仕事に活かしてい
きたいと思います。

生産部 畜産課　宮武　颯馬
　令和６年11月18日から11月19日の日程にて
未来牧場で酪農実習を行いました。初日は給餌作
業、飼槽通路の清掃、その後、牛の寝床や通路の
除糞作業を行い、エサ寄せやウォーターカップを
洗浄しました。夕方からの実習では実際に搾乳作
業を行いました。搾乳の手順として、牛が蹴らな
いようにキックノンを掛け、プレディッピングを
行い、乳を張らしたあと前搾りを行います。前搾
りでは小学校３年生が手を握るくらいの力加減で
充分であることを教わり、次に乳頭を濡れたタオ
ルで拭き汚れを落としますが、この作業を怠ると
汚れが混入してしまうため、大事な作業であるこ

とを学びました。その後、乳頭にミルカーを装着
しますが、４本ある乳頭の真下に持っていき装着
するなどのコツがあり、とても難しい作業でした。
２日目も初日同様の実習を行い午前の搾乳作業終
了後に哺育作業も行いました。与える際のミルク
の温度も決められており、作業のスピード感も大
切であると感じました。
　今回の職員農家実習で普段できない作業などを
し、ごく一部の作業かもしれませんが、農家さん
がどのような作業をしているかなどの理解を深め
ることができ、牛を育てる大変さなど体験するこ
とができ、とても良い経験となりました。

金融共済部 金融共済課　竹内　聖花
　11月26日から27日の日程で、未来牧場にて実
習をさせていただきました。１泊２日という短い
期間ではありましたが今回の実習で、酪農家の皆
様が牛のことをよく理解し、仕事に取り組まれて
いるということがよくわかりました。私たち人間
と同じ部分も意外と多く、空間の清潔や必要な栄
養を補うこと、体の状態や排せつ物など多くのこ
とから健康状態を観察できること、そして時間通
りに作業が行われ乳牛が規則正しく過ごせるとい
うことなども、牛たちの健康的な生活の基礎とな
るのだと学びました。
　ほんの一部ではありますが、この地域の組合員
さんが生業としている酪農業を実際の現場を見て
体験でき、多くのことを学び考えることが出来ま

した。まだ出来るようになった仕事が多いわけで
はない中ですが、今回の実習から現在配属されて
いる課での役割について考えると、酪農は体が資
本となる仕事で、牛舎や作業機械などなくてはな
らない建物や機械は多く、人や牛、物に何かあっ
てしまうと農協職員としても心が痛みます。その
ような人や建物などの保障のために、また共済に
とらわれず組合員さんのために、仕事ができるよ
うになりたいと強く思いました。
　最後に、今回実習を行う上でお忙しい中、貴重
なお時間をいただき準備やご指導していただいた
未来牧場の職員の皆様に感謝し、実習を糧により
一層業務に励みたいです。
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種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ 日齢単価

1 福勝鶴 8 55 14 165,250 3.80 11,496

2 福之姫 6 57 16 149,333 3.46 9,143

3 勝金幸 6 49 10 132,667 4.97 13,492

4 北美津久 41 54 16 125,098 3.29 7,632

5 銀恣 20 51 13 117,250 3.89 8,950

6 秋忠平 26 50 14 115,538 3.59 8,368

7 博紅葉 23 48 13 108,043 3.69 8,256

8 珀百合 6 50 9 104,833 5.36 11,232

9 拓忠平 20 54 20 103,300 2.78 5,284

10 勝美糸 8 43 12 101,375 3.61 8,448

11 勝久桜 6 49 10 99,667 4.85 9,803

12 鉄晴幸 29 51 13 99,483 3.75 7,379

13 花之福 22 43 12 98,500 3.66 8,465

14 英貞 11 49 18 98,273 2.76 5,544

総計 500 48 16 96,407 3.07 6,193

15 美津金幸 86 44 17 95,978 2.68 5,784

16 哲重 18 55 21 94,333 2.66 4,577

17 百合芳 7 46 11 87,857 4.15 7,885

18 奈緑 25 46 17 83,320 2.73 4,971

19 勝俊桜 5 56 23 81,000 2.38 3,462

20 藤平福 44 46 15 73,480 3.14 5,036

21 友勝平 5 39 24 73,400 1.60 3,033

22 奥晴花 13 37 13 69,231 2.83 5,233

23 満天桜 16 46 21 64,938 2.24 3,139

24 百合美 16 45 16 63,200 2.77 3,935

25 鉄扇 4 42 11 51,250 3.71 4,556

26 春幸159 4 43 26 19,500 1.66 757

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ 日齢単価

1 北美津久 67 51 16 171,597 3.31 11,055

2 福勝鶴 5 53 11 144,200 4.61 12,649

3 福之姫 10 53 16 104,510 3.42 6,699

4 秋忠平 50 50 17 84,180 2.89 4,900

5 鉄晴幸 28 46 14 80,607 3.43 5,971

6 博紅葉 14 45 10 80,214 4.28 7,692

7 花之福 21 42 15 79,286 2.86 5,459

総計 493 47 17 79,226 2.72 4,624

8 銀恣 17 46 13 78,235 3.47 5,964

9 英貞 6 49 19 72,167 2.54 3,765

10 哲重 5 46 15 72,000 3.00 4,675

11 勝金幸 5 45 17 71,000 2.61 4,080

12 珀百合 8 49 16 68,750 3.09 4,365

13 勝美糸 12 44 14 66,083 3.14 4,720

14 隆之姫 4 42 14 65,500 3.02 4,679

15 拓忠平 11 50 18 65,455 2.85 3,692

16 百合芳 8 42 14 61,388 3.12 4,547

17 勝俊桜 7 50 19 60,857 2.67 3,277

18 美津金幸 68 44 19 55,162 2.31 2,921

19 百合美 10 45 16 50,900 2.92 3,284

20 勝久桜 5 47 18 50,400 2.67 2,864

21 奥晴花 10 41 20 49,600 2.11 2,531

22 鉄扇 4 40 12 47,000 3.43 4,000

23 奈緑 20 49 28 45,200 1.72 1,589

24 満天桜 25 46 20 44,280 2.30 2,232

25 藤平福 43 45 21 41,372 2.17 2,012

26 愛之国 5 34 18 19,000 1.89 1,067

福之鶴 2 54 11 172,000 4.86 15,636

福美国 1 44 10 120,000 4.40 12,000

花勝久 1 45 7 119,000 6.43 17,000

輝福姫 1 54 7 117,000 7.71 16,714

隆之姫 2 44 13 114,000 3.38 8,769

鈴音 2 81 38 146,500 2.15 3,907

福増鶴 1 55 14 142,000 3.93 10,143

満天太郎 1 64 27 102,000 2.37 3,778

福之鶴 3 45 18 99,333 2.44 5,418

販売通信
令和６年12月（雄） 令和６年12月（雌）（上場頭数４頭以上、税込み価格） （上場頭数４頭以上、税込み価格）

＊参考＊ ＊参考＊

ホクレン根室家畜市場　Ｆ１（乳用交雑種）
種雄牛別平均価格（月別 令和６年12～令和７年１月）

＊総計には除外した頭数も含む
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種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ 日齢単価

1 福之鶴 5 67 21 159,400 3.12  7,449 

2 福之姫 4 54 15 150,000 3.63  10,169 

3 福勝鶴 4 56 17 129,250 3.36  7,716 

4 秋忠平 34 57 15 128,471 3.91  8,806 

5 北美津久 47 56 16 127,894 3.56  8,123 

6 珀百合 13 56 19 122,769 3.03  6,595 

7 哲重 13 51 16 114,846 3.23  7,248 

8 奈美百合 7 48 16 112,714 3.01  7,108 

9 百合芳 9 49 19 107,333 2.60  5,682 

10 銀恣 34 47 14 104,176 3.36  7,457 

11 勝美糸 10 56 22 101,000 2.56  4,612 

12 鉄晴幸 56 51 16 100,607 3.29  6,454 

総計 558 50 17 95,500 2.92  5,587 

13 英貞 9 48 20 94,222 2.41  4,685 

14 花之福 17 48 18 93,176 2.63  5,110 

15 博紅葉 19 49 15 91,737 3.22  6,052 

16 拓忠平 14 56 19 90,929 2.94  4,768 

17 美津金幸 72 48 20 84,238 2.38  4,215 

18 鉄扇 5 46 14 83,600 3.19  5,806 

19 勝久桜 6 46 10 82,833 4.66  8,424 

20 奈緑 27 46 17 81,893 2.77  4,958 

21 奥晴花 26 44 16 79,077 2.72  4,942 

22 北小糸 5 45 12 73,800 3.78  6,254 

23 愛之国 7 40 10 70,000 3.90  6,806 

24 百合美 30 49 22 67,067 2.20  3,021 

25 藤平福 34 46 19 65,706 2.39  3,390 

26 満天桜 14 46 21 54,786 2.15  2,565 

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ 日齢単価

1 北美津久 60 55 20 174,400 2.74  8,742 

2 鈴音 4 65 28 167,500 2.35  6,091 

3 福勝鶴 4 49 14 136,000 3.56  9,891 

4 福之姫 7 57 17 111,286 3.38  6,658 

5 福之鶴 4 59 33 99,500 1.76  2,992 

6 哲重 9 50 20 90,000 2.47  4,451 

7 秋忠平 33 55 21 89,364 2.69  4,343 

8 拓忠平 23 50 17 77,261 2.95  4,545 

総計 543 48 19 75,157 2.56  4,010 

9 鉄晴幸 55 46 15 75,018 3.02  4,941 

10 博紅葉 12 47 14 73,333 3.37  5,301 

11 勝久桜 9 45 13 70,111 3.57  5,535 

12 勝美糸 8 52 21 63,125 2.42  2,953 

13 銀恣 31 44 18 62,677 2.50  3,552 

14 奥晴花 26 42 15 59,231 2.72  3,850 

15 隆之姫 9 46 20 57,333 2.33  2,899 

16 美津金幸 54 47 23 56,037 2.04  2,450 

17 百合美 15 52 28 55,600 1.82  1,953 

18 百合芳 18 43 15 54,722 2.88  3,662 

19 奈緑 31 47 19 53,387 2.51  2,878 

20 英貞 14 44 13 53,221 3.38  4,049 

21 珀百合 12 49 17 53,167 2.96  3,206 

22 花之福 13 41 15 43,769 2.80  2,979 

23 藤平福 33 46 23 38,182 1.98  1,638 

24 奈美百合 5 44 21 36,800 2.09  1,736 

25 糸勝百合 5 43 15 36,200 2.96  2,479 

26 満天桜 15 46 22 31,600 2.06  1,415 

27 白鵬紅葉 4 38 14 23,500 2.76  1,709 

福増鶴 2 66 35 122,000 1.90  3,536 

千寿剣 1 59 11 108,000 5.36  9,818 

姫百合 1 60 16 107,000 3.75  6,688 

奈津勝 1 75 23 95,000 3.26  4,130 

貴隼桜 1 51 18 93,000 2.83  5,167 

若百合 1 38 8 90,000 4.75  11,250 

千寿剣 1 49 10 177,000 4.90  17,700 

峰勝姫 1 46 11 162,000 4.18  14,727 

福増鶴 1 63 19 159,000 3.32  8,368 

姫百合 1 51 9 139,000 5.67  15,444 

花晴茂 1 44 10 129,000 4.40  12,900 

隆之姫 2 48 18 123,500 2.64  6,861 

令和７年１月（雄） 令和７年１月（雌）（上場頭数４頭以上、税込み価格） （上場頭数５頭以上、税込み価格）

＊参考＊＊参考＊

＊総計には除外した頭数も含む
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営農対策情報
根室農業改良普及センター 令和７年の暑熱期に備えて令和７年の暑熱期に備えて

　まだまだ厳寒期で気が早いようにも思えますが、昨年は夏場が冷涼な根室でも５月には25℃を超える
気温が記録されています（図１）。
　暑くなってからでは既に業者に資材が無く、対応が間に合わないこともあります。今のうちから今年の
暑熱対策を考えてみませんか？

　乳牛の暑熱ストレスは温度と湿度が大きく関係します（表１）。乳
牛は暑熱ストレスを数値化した温湿度指数（THI）が68を超えるとス
トレスを感じ始めます。
　夏場に湿度の高い根室地域では、温度は25℃以下でも乳牛がスト
レスを感じている環境になると考えられます。

　放牧を取り入れている農場では気温の高い日中は無理に放牧せず、遮光や送風で環境をコントロールで
きる牛舎内で牛を管理し、夜間放牧に切り替えることも有効です（アブ等昼行性の吸血虫によるストレス
も低減！）。
　また、牛舎自体の温度上昇を抑える方法として、屋根を白く塗ることや屋根への石灰塗布、屋根裏に断
熱材を施すことも有効です。西日など時間帯によって牛に直接日光が当たる場合は牛舎窓等に、すだれや
発泡ポリスチレンを使って牛に当たる日差しを遮ってあげましょう！

図１　R6年根室地域の温湿度

表１　温湿度指数（THI）

日差しを遮った例。

屋根をペンキで白く塗った例

繋ぎ牛舎で窓の内側に発泡ポリスチレンをはめて

少しの工夫でスライドして開けることもできます！

いました！

エサの食い込みが落ちる
20℃～
暑熱ストレスを感じる

25℃～

8月には30℃越えの気温、
100％に近い湿度が記録されて

20 22 25 30
10 68 72
20 69 74
30 70 75
40 67 71 77
50 68 72 78
60 69 73 80
70 69 74 81
80 67 70 75 83
90 67 71 76 84

湿度
（％）

温度（℃）

20 22 25 30
10 63 65 68 72
20 64 66 69 74
30 64 66 70 75
40 65 67 71 77
50 65 68 72 78
60 66 69 73 80
70 66 69 74 81
80 67 70 75 83
90 67 71 76 84

湿度
（％）

温度（℃）

暑熱対策では温度、湿度、日照、風速をコントロールすることが必要です。

その他暑熱対策事例は来月号でお伝えします！
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

月
号2

●【専攻科】乳牛疾病学―――――――――
　12月９・11・13日に乳牛
疾病学の講義を実施しました。
９日㈪は、北海道根室家畜保
健衛生所より２名の講師をお
招きし、家畜伝染病予防法等
の法令や、根室管内で見られ
るヨーネ病やサルモネラ症等について教えていただ
きました。「今、発生していなくても夕方には病気
が発生しているかもしれない。」という気持ちで管
理・対策を行うことが大切だとご指導いただきまし
た。講義を受けた学生からは、「サルモネラ症等が
一度出てしまうと損失が大きいので、今日学んだこ
とを活かし、自家で発生させないように、発生して
しまっても早期に対策ができるようにしていきたい
です。」と感想がありました。
　11日㈬・13日㈮はNOSAI
北海道ひがし統括センターよ
り獣医師１名をお招きし、農
業災害補償制度の概要や乳牛
の衛生管理について講義を
していただきました。また、
NOSAI北海道にお伺いし、実際の第四胃変位の手
術を見学しました。講義を受けた学生からは、「こ
れまで自家がどのような補償に入っているのか知ら
なかったので、今回の講義を受けて、親と話し合う
ことができました。また、手術を見学させてもらい、
調子の悪い牛をまず発見するのは自分達なので、日
頃の観察の重要性を改めて実感することができまし
た。」と話をしてくれました。
●【専攻科】冬季交通安全講習会・
　　　　　　　第２回特別教育活動―――
　12月23日㈪、冬季交通安全
講習会および第２回特別教育活
動を実施しました。交通安全講
習会では、中標津自動車より講
師をお招きして、別海町コミュ
ニティーセンター駐車場にて冬
道運転における緊急停止と緊急
回避の危険性について実技を通
してご指導いただきました。学
生からは「雪道での止まりにく
さを実際に体験し、早めのブレーキや余裕を持った
運転の重要性を改めて学ぶことができました。事故
を起こさないように細心の注意を払って運転してい
きたいです。」という感想がありました。
　特別教育活動では、焼肉や事前に準備したロース
トビーフに舌鼓を打ちました。食事をしながら一年
間の専攻科での学びを振り返り、盛り上がりをみせ
ていました。

●【酪農経営科】校内実績発表大会――――
　12月18日㈬に令和６年度
校内実績大会がおこなわれま
した。
　実績発表大会とは、それぞ
れの班に分かれ、地域の課題
等について研究し、そのテー
マと研究内容から、農業生産
や農業経営、国土保全や環境創造、資源活用や地域
振興の分野に分かれ、その年の成果発表を行う大会
です。今年度、専攻班は新たに２班編成となり、以
下のテーマと内容で研究を重ね、その成果を発表し
ました。

○乳製品加工班
テーマ　ぎゅう～っと詰まった魅力を発信!!

～別海の６次産業化を活性化～
内　容　 学校で製造した乳製品の販売を通して、

さらなる製造技術の向上と６次産業の
活性化、乳製品の魅力を発信する

○地域資源活用班
テーマ　消化液の実用性の検証

～デントコーンでの実証実験～
内　容　 消化液とホタテ貝を使った、デントコー

ンの栽培実験を行い、地域資源の活用
と、飼料自給率を向上させる

　今回の研究内容は、６月に行われる東北海道実績
発表大会で発表します。
●【酪農経営科】
　　実績発表大会ワークショップ――――
　12月20日㈮に、校内実績発表の振り返りと、来
年度の活動に向けたワークショップがオンラインで
行われました。
　ワークショップは、織井校長と稲井教頭から、考
え方や取り組み、着眼点についてアドバイスをいた
だき、その後各班に分かれ、来年度の活動内容につ
いて話し合いを行いました。また、農業特別専攻科
の坂野下さんも参加してくださり、酪農家さんの生
の声も聞くことができました。
　乳製品加工班の青木新太郎さん（中央中出身）は

「内容も難しかったので正直わからない部分もあっ
たけれど、今後のプロジェクト活動が少しずつだけ
ど見えてくる感じがして良かったと思った。今回の
ワークショップを今後の活動に活かしていきたいで
す。」、地域資源活用班の大久保輝さん（中央中出
身）は「校長先生や教頭先生の話を聞いて、活動を
決める方法にはいろんな方法があることを改めて知
ることができました。来年度何をするか考えるとき
に、農家さんの声や課題を知って、自分たちが種で
動けるように活動していきたいです。」と次年度へ
の活動に意欲を示してくれました。

大会の様子

手術見学の様子

講義の様子

焼肉の様子
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良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下

なかしゅんべつ　2025（令和７）年２月号

95.8%95.8% 98.9%98.9%

87.9%87.9%
92.0%92.0% 91.8%91.8%

96.1%96.1%

98.8%98.8% 97.7%97.7%
91.2%91.2% 90.2%90.2% 88.4%88.4%88.4%

81.1%81.1%

94.1%94.1%

71.2%71.2%

95.9%95.9%
90.5%90.5%90.5%

95.6%95.6%
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令和７年１月31日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 0 件 7 件

生菌による汚染事故 0 件 0 件

異物混入、加水、
血乳による汚染事故 0 件 2 件

異臭、異常風味による
汚染事故 0 件 0 件

ミルクドクター
使用率（１月）

豊　原 美　原 中春別 全体計
89.7% 89.8% 79.8% 85.7%

自信を持って自信を持って
出荷出来る出荷出来る
生乳生産を�生乳生産を�

中春別地区毎日体細胞（４～１月） 令和６年度地区集計（４～１月）

豊原地区毎日体細胞（４～１月） 美原地区毎日体細胞（４～１月）

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.1% 0.0% 0.3% 0.3% 0.5% 0.2%
0.6% 0.1% 4.8% 1.5% 1.0% 0.9%
3.5% 1.0% 7.0% 6.2% 6.7% 2.8%

95.8% 98.9% 87.9% 92.0% 91.8% 96.1%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.3% 0.2% 0.7% 0.4% 0.3%
0.0% 0.2% 1.1% 0.7% 2.0% 2.8%
1.2% 1.8% 7.5% 8.4% 9.2% 15.8%

98.8% 97.7% 91.2% 90.2% 88.4% 81.1%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.0% 2.4% 0.2% 0.2% 0.0%
0.7% 6.9% 0.7% 0.8% 0.3%
5.2% 19.5% 3.2% 8.5% 4.1%

94.1% 71.2% 95.9% 90.5% 95.6%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.3% 0.3% 0.3% 0.3%
1.8% 1.2% 1.2% 1.4%
4.8% 6.9% 7.3% 6.5%

93.1% 91.6% 91.2% 91.8%
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12月乳質乳価一覧表 12月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 1389.695 58.81 46.55 12.26

無 脂 乳 固 形 分 579.204 51.67 62.57 -10.90

生 産 者 補 給 金 7.3050 7.31 7.08 0.23

集 送 乳 調 整 金 2.1948 2.19 2.16 0.03

補 給 金 合 計 9.4998 9.50 9.24 0.26

乳　
質　
単　
価

生 菌 数

ランク1 　２ 329,149,173.8

3.81 3.75 0.06

ランク2 　０ 9,192,108.9

ランク3 －３ 45,260.7

体細胞数

ランク1 　２ 304,524,095.2

ランク2 　１ 13,467,022.0

ランク3 －２ 2,979,292.6

合　　　　　計 123.79 122.11 1.68

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 58円81銭
無 脂 乳 固 形 分 ② 51円67銭
生 産 者 補 給 金 ③ 7円31銭
集 送 乳 調 整 金 ④ 2円19銭

脂 肪 率
全道 4.23％
農協 4.35％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.92％
農協 8.90％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 119円98銭
農協 121円56銭

乳質乳価⑥
全道 3円810銭
農協 3円822銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 123円79銭
農協 125円38銭
差異 1円59銭

報告事項
１　組合員の加入について
２　組合員の脱退について
３　職員の退職について
４　令和６年度９月末定期監査報告書について
５　令和６年度12月末財務状況について
６　令和６年度12月末購買実績について
７　 令和６年度12月末子会社財務報告につい

て
８　貸出業務事務手続の一部変更について
９　リース契約について
10　令和６年度12月末営農関連実績について
11　 令和６営農年度クミカン精算状況について
12　令和７営農年度階層区分について
13　令和７営農年度信用限度について
14　 令和６年度自給飼料生産性向上対策事業に

係る実績について

議　　案
１　 出資金の減口について
２　 コンプライアンス・マニュアルの一部改正

について
３　職員就業規則の一部改正について
４　 令和６年度自己査定に係る債務者区分判定

方法について
５　 令和７営農年度財産造成に伴う資金の貸付

について
６　 令和７営農年度特定指導組合員及び月別限

度管理組合員（案）について
７　 別海北部地区国営かんがい排水事業につい

て

第11回 理事会の動き 令和７年１月24日㈮
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JAグループ北海道の農政活動強化に向けて
第７回「業界を代表する候補者を選ぶことの重要性」について

東野ひでき北海道後援会

　農政活動の柱の一つが、生産現場の声を代弁し、国や行政に積極的な働きかけをしてくれる議
員を政治の場に送り出し、支えていくことです。そのため、JAグループにとって最も重要なの
が「参議院選挙比例代表」です。

　参議院選挙の比例代表には、様々な業界や団体
が代表候補を送り出しており、いかに多くの票数
を獲得し、当選順位を上げるかということにどの
団体も惜しみなく努力しています。これは、高い
順位で当選した候補者は、党内での発言力が増し、
政策実現に近づくことができるからです。

　2019年の自民党の比例代表の得票数順位を見
てみると、第１位は郵政グループで60万票獲得
しており、JAグループは約21万票でした。結果、
郵政グループは悲願だった「貯金預入限度額の拡
大」を実現しています。一方、JAグループの得
票数は2022年の選挙の際には18万票まで減少し
てしまい、このままでは私たちJAグループの声、
要望を実現することが困難になる危機的状況に陥
ることになります。

　多くの得票数を得て高い順位で当選した候補者
は、政府・与党内での発言力が増し、政策の実現
可能性が高まります。過去の参議院選挙（比例代
表）での危機感を踏まえ、改めて組織選挙の意義
を共有の上、候補者の認知度を高め、組織力の結
集による運動を徹底することが大切です。

　このように選挙の結果、業界や団体ごとの得票
数が分かります。市町村別にも得票数が公表され
ます。この得票数によって我々 JAグループのカ
が測られることになります。つまり、参議院選挙
（比例代表）は、我が国の農業、JAグループのた
めの組織選挙であります。

【JAグループ北海道の農政活動強化に向けて】と題し、農政活動や参議院
選挙の仕組みなどを、来年まで連載いたします。次回（最終回）は、「JA
グループの代表議員がなぜ必要なのか」について報告します。

東野ひでき公式
LINEアカウントへの
登録はこちらから

重要な当選順位

問われる組織力

組織力の結集を！

過去の参議院選挙（比例代表）

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

全国郵便局長会 全国農政連

念願の政策
を実現

2007年
（21回参院選）

2010年
（22回参院選）

2013年
（23回参院選）

2016年
（24回参院選）

2019年
（25回参院選）

郵政・増加

JA・減少

2014．6
農協改革スタート

郵貯の預入限度額の拡大

自民党　全国比例区　得票数順位（2019年）

※2022年 18万票　藤木しんや

団体・業界 得票数 議員名

1.郵政 60万票 拓殖　芳文

2.（漫画など） 54万票 山田　太郎

4.防衛関係 24万票 佐藤　正久

5.建設 23万票 佐藤　信秋

7.JA 21万票 山田　俊男

郵政グループとJAグループ得票数の推移
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モナ・カサンドラ

　前回紹介した手のひら２回転体操
の応用編です。今回は、手のひらを
こすりながら回転させる際に腕を伸
ばします。腕や肩の筋肉を伸ばした
り、ひねったりすることで上半身の
血行も促進されます。日常生活であ
まり使わない筋肉を使うので、肩や
首の凝りほぐしにも効果的です。
　手のひらを回転させるときは鼻か
ら息を吸い、腕の伸ばし始めととも
に口から息を吐き、伸ばし切ったと
きには息も吐き切ります。手を使っ
た複雑な体操は、脳のトレーニング
にもなります。畑仕事やデスクワー
クなど、同じ姿勢を長時間続けてい
るときなどに行うと良いでしょう。

⑴ 両手を胸の前で合わせ、手のひら
の中心を軸にして離れないように
しながらそれぞれ反対方向に回転
させ、腕を前に伸ばします。その
後、腕は伸ばしたまま反対方向に
手のひらを回転させます。

⑵ ⑴から続きます。腕を伸ばしたま
ま手のひらをこすりながら回転さ
せ、腕を右方向へ伸ばします。そ
の後、腕は伸ばしたまま反対方向
に手のひらを回転させます。

⑶ ⑵から続きます。腕を伸ばしたま
ま、手のひらをこすりながら回転
させ、腕を左方向へ伸ばします。
その後、腕は伸ばしたまま反対方
向に手のひらを回転させます。

⑷ 最後に手のひらをこすりながら回
転させ、腕を上へ伸ばします。そ
の後、腕は伸ばしたまま反対方向
に手のひらを回転させます。⑴～
⑷を5回繰り返します。

足指と足首を動かす

手のひら２回転で
脳の血行促進　応用編

健康生活研究所所長◦堤　喜久雄

脳トレ!トレト脳トレ!
手足の体操

息は吸い始めから10秒程度かけてしっかり
吐き切りましょう。ポイント

⑴⑴

⑵⑵

⑶⑶

⑷⑷

牡羊座
3/21～4/19

獅子座
7/23～8/22

射手座
11/23～12/21

全体運  交 友 関 係 が 活 発 化。
懐かしい友達との再会も心を
潤します。おしゃれに力を入
れると開運へ。外出が吉
健康運  室内でのちょっとし
たけがに気を付けて
幸運の食べ物  縮み小松菜

全体運  対人運が活性化。助け
てくれる人が現れて計画は前へ
と進み始めます。旅行に行くの
もお勧め。ぜいたくプランが◎
健康運  免疫力をアップさせ
る食材を多く取って
幸運の食べ物  アスパラ菜

全体運  前半は順調ですが後
半はストップがかかりがち。
問題はスルーせず小さいうち
に解決を図って。金運は上昇
健康運  しょうが湯で体を温
めて。あったか靴下も◎
幸運の食べ物  カラシナ

牡牛座
4/20～5/20

乙女座
8/23～9/22

山羊座
12/22～1/19

全体運  予定とは違う方向に
話が進みそう。慌てずに話し
合って。丁寧な対応と気遣い
で状況は改善へと向かいます
健康運  気管支を大切に。喉
にいい食べ物を取って
幸運の食べ物  野沢菜

全体運  作業の効率化に成功し
仕事がスピードアップ。空いた
時間は大切な人のために使っ
て。捜し物は見つかる予感
健康運  血行を促進。肩凝り
は早めに解消して
幸運の食べ物  セリ

全体運  運勢は緩やかに上昇。
困ったこともありますが、諦
めずに立ち向かえば解消へ。
時間をかける覚悟を決めて
健康運  何事も我慢し過ぎな
いで。ハーブティーにツキ
幸運の食べ物  ラディッシュ

双子座
5/21～6/21

天秤座
9/23～10/23

水瓶座
1/20～2/18

全体運  好調運。心配事は解消
へと向かい、新たな提案がされ
そう。友人や知人と過ごす時間
を大切に。喜びを得られます
健康運  運動不足は体調不良
の原因に。ストレッチを
幸運の食べ物  イチゴ

全体運  良 好 運。 努 力 は 実 り、
うれしい知らせも入りそう。頼
まれ事が多く大変ではありま
すが、やりがいを感じられます
健康運  風邪や貧血に気を付
けて。ビタミン補給を
幸運の食べ物  エノキタケ

全体運  勢いがあり躍進が期待
できます。パワーのあるときだ
からこそ周囲に気遣いを見せ
て。共に喜べる仲間づくりを
健康運  健康は食事から。薬
の飲み過ぎに注意
幸運の食べ物  パセリ

蟹座
6/22～7/22

蠍座
10/24～11/22

魚座
2/19～3/20

全体運  忘れていたことが発覚
しそう。保険や貯蓄の満期を確
認し、必要なら継続を。下旬か
らはパワフル。習い事にツキ
健康運  疲れを感じたら早め
に休憩を入れると◎
幸運の食べ物  カブ

全体運  気になることがあって
も焦らず下旬を待ちましょう。
助け船を出してもらえます。こ
じれさせない配慮が大切です
健康運  体 力 増 進 を 図 っ て。
シェイプアップも◎
幸運の食べ物  デコポン

全体運  上昇運。困り事は解消
に向かい、味方になってくれる
人が出てきます。新しいことに
挑戦を。可能性が広がります
健康運  コンディションは良
好。スポーツへGO!
幸運の食べ物  ブロッコリー

今月のあなたの運勢●❷❷月月
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ヨコのカギ

クロスワードパズルク ルクロスワードパズル

１　 ２月14日に職場などで配る人もいます
２　 リンゴの品種。青森県北東部に同じ名前の市が

あります
３　天気が崩れて――が強まった
４　寒い日にはこりやすくなる人も
５　節分にイワシの頭を刺して飾ります
７　紅茶の茶葉とお湯を入れます
10　熱心に後輩を指導する、――のよい先輩
12　看護師――ともいうナースステーション
13　 和歌山県には奈良県と三重県に囲まれた――が

あります
15　不利の反対語
17　古代インド発祥のエクササイズ
18　じゅうたんを敷く所

二重マスの文字をＡ～Ｆの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　教育・勤労・納税は国民の三大――です
３　気仙沼の名物、サメの加工品
６　さいころや角砂糖はこの形
８　封書を数えるときに使う言葉
９　キラキラ光る――入りのセーター
11　風を受けて水上を進みます
13　地銀よりも規模が大きめ
14　といで炊きます
15　水で洗い物をするとかじかむことも
16　多くが九州で作られている酒
19　こ、これぐらい平気だい!
20　チョキがはさみならパーは

抽選で３名の方に
抽選で３名の方に乳製品引換券
乳製品引換券（（今月号では今月号では「６Ｐチーズ（プレーン）」と引き換え！）

「６Ｐチーズ（プレーン）」と引き換え！）
をプレゼント!!
をプレゼント!!

タテのカギ

2025

2
Vol.565

２月号のこたえ

返信先：JA中春別 FAX76-2341（営農振興課宛）

　正解者の中から抽選で３名の方に乳製品引換券
をプレゼント（郵送）いたします。

《応募方法》 営農振興課宛にFAX（76-2341）で
ご応募ください。

《応募締切》令和７年２月28日㈮まで

※ ご住所・応募者のお名前を必ずご記入ください。記入漏れ
がありますと、抽選対象から外れる場合もございますので
ご注意ください。

※ ご応募に関して取得した個人情報はこの度の景品の抽選以
外には使用いたしません。

住　　所　〒

名　　前

電話番号

（敬称略）

12月号の正解は
A B C D E

ゲイシユン
でした

当選者当選者
発表発表

たくさんの応募ありがとうございました。
今回は前川元美購買課生産資材係主査に抽
選して頂きました！

CA D E FB

・竹　林　未　織

・竹　下　　　暖

・徳　永　彩　亜


